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Q1. 細やかな作業だが、1年間調査を継続してみての感想は？ 

A1. アナログな手法だが、日に日に情報量が多く（1回数 10ページが 100ページ以上に）

なり、更新頻度も上がったことが物理的にも実感できた。作業自体も大変だった。 

 

Q2. Wordに張り付けるデータの検索方法は？ 

A2. マスクなどのキーワードを検索し、単語数を確認する。手間がかかるので、あまりお

勧めできない。 

 

Q3. 着目時機が早いが、どういうきっかけで着手したのか。 

A3.  MIS37開催を踏まえ、準備した。 

 

Q4. UpToDateと Dynamed、いずれも高額の DBかと思いますが、比較されたのは契約継続

に向けた理由等もあるのでしょうか。 

A4. 契約継続のためというのも発表した理由のひとつです。調査をすることでツールに対

する理解が深まり、利用者サービスに繋げられるということが大きいです。 

 


